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研究情報の名称 改良型渦電流センサーによる摩耗，切削量のリアルタイム測定法 
概要 ポンプの軸受摩耗量の測定は，モーター上部の振動計測などで測定しているが，軸受の寿命推
定は困難である。軸受摩耗を渦電流センサーを用いて，リアルタイムで計測するシステムを開発した。
新規性 渦電流変位センサーの特性を利用し，独自に開発した試験片と組み合わせることにより，変
位センサーを摩耗量の測定センサーとして利用できるようにした。 
応用例 システムの適応性に関しては，対象軸の材
質（磁性体，非磁性体）にかかわらず検出可能であ
る。近年，耐食性の要求からポンプ部品にセラミッ
ク軸が用いられ，応用が可能である。 
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距離測定に用いる変位セ
ンサを独自(特許出願中)
に改良を加え，摩耗量測
定センサを開発した 
各種機器に組み込み，新
たなメンテナンス技術
として確立したい 
実機竪型ポンプにお
いて計測法の妥当性
を確認 
マイクロスケールの
計測が可能 
現状の計測法 
モーターの振動解析
などで間接的に軸受
の摩耗量を推測 
問題点 
実際の摩耗量を把握
できず，適切なメン
テナンスを行えない 
ポンプなどの軸受摩耗量 
をオンラインで測定できる 
自己検知が可能なため相手材の影響を受けない実証済み 
新技術 
使用環境，対象物に
よる影響を受けない
センサの開発に取り
組んでおり見通しを
得ている 
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